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『おまえのものは、おれのもの』～物事の真実と相手意識～ 

                                                         校長 奥 田 雅 紀 

 「おまえのものは、おれのもの。おれのものは、おれのもの」 

 これはドラえもんの登場人物、ジャイアンの台詞です。 

 

 暴力的で利己的で、独占主義なジャイアンらしさの象徴として有名なセリフです。 

 大半の人が、強引に相手の物を奪い「お前のモノは俺のモノ」といっているジャイアンの姿を思い浮かべたので

はないでしょうか？私も、そのように捉えていました 

 

 しかし、実は違うエピソードもあるのです。 

 

 迷子になったのび太くんが疲れ果てランドセルを置き、それが、走っているトラックの荷台に乗っかってしまう…。雨

が降ったり、犬に吠えられたりしながら、必死にランドセルを探すのび太…。しかしいっこうに、ランドセルは見つから

ない…。 

  

 この後、ジャイアンは必死になってランドセルを探し、トラックに乗ったのび太のランドセルを発見する。 

 ジャイアンは「俺に任せろ！」と言い、必死に走ってトラックに追いつき、落ちてくるランドセルをジャンピングキャッチ 

 

 そして、のび太が言う「ジャイアンありがとう！」 

 ジャイアン「当たり前だろう！だって…」「お前のモノは俺のモノ、俺のモノも俺のモノだ！」 

  

 きっとジャイアンは「おまえがなくしたものでも、オレがなくしたものだと思って探すよ。だって、おまえの苦しみはオ

レの苦しみ。おまえの痛みはオレの痛みなんだ。」と言いたかったのではないでしょうか。 

 

 この話から、私は二つのことを感じました。 

 

 一つ目は「ストーリーや言葉の一部だけを切り取ると、真意がゆがんしまう」と言うことです。誰もが耳にしたこと

のある「お前のものは･･･」のフレーズだけが着目され、結果、物語の真実が消え去ってしまったのです。 

 物事は全体の脈略を把握した上で判断しなければいけないと感じました。 

 

 二つ目は「ジャイアンのように、いざというときには相手の立場に立って考え・行動できる人でありたい」と思いま

した。 

 

 令和８年度、旭川高等支援学校の生徒一人一人が「物事の真実を見つめる目」と「相手意識をもって行動」を

意識できる一年にしていきたいと思いますので、ご協力・ご理解を、よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔5 月・6月・７月の行事予定〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 1日(金) 参観日、学年懇談 

PTA総会、進路講演会 

７日(木) 家庭訪問・個別懇談(１年生) 

～１５日(金) 個別懇談(２，３年生) 

※全学年午前授業 

１５日(金) 着こなしマナー講座（3 年） 

生徒総会・任命式 

20日(水) 職業相談（３年生） 

2１日(木) 非行防止教室 

２２日(金) 精神科検診(2～３年希望者) 

２７日(水) 陸上記録会 

６月   １日(月) ２年生現場実習準備週間(～４日) 

    ３日(水) 自動車運転免許説明会(３年生)  

５日(金) 開校記念日 

８日(月) 2 年生現場実習(～１９日) 

１．3年生現場実習準備期間(～1２日) 

   1１日(木) インターンシップ①(普通科 2年生) 

   1５日(月) 3年生現場実習(～2６日) 

       1年生現場実習(～１９日) 

６月 1６日(火) インターンシップ①(普通科３年生) 

(～１８日) 

  １８日(木) インターンシップ②(普通科２年生)) 

   ２３日(火) インターンシップ②(普通科３年生) 

(～2５日) 

２５日(木) インターンシップ①(普通科１年生) 

        インターンシップ③(普通科２年生) 

７月 １日(水)  アルバイト説明会(１年生) 

    ２日(木)  インターンシップ②(普通科１年生) 

       インターンシップ④(普通科２年生) 

４日(土)  企業との交流会（１、２年生） 

６日(月) 振替休業日（１、２年生）  

9日(木)  インターンシップ⑤(普通科２年生) 

1０日(金) 漢字検定 

1４日(火) 校外学習（普通科１～３年生） 

２４日(金) 第１学期終業式 

夏季休業(～８月 2４日) 

希望の春、29 名の新たな一歩 

教務主任 前川 洋登 

  

旭川の長い冬がようやく明け、日差しの中に春の確かな訪れを感じる季節となりました。穏やかな青空が広が

った令和８年 4月９日、本校体育館において第 11回入学式が挙行されました。 

真新しい制服に身を包み、緊張した面持ちで入場してきたのは、期待と不安を胸に抱いた 29名の新入生たち

です。学級担任から呼名を受けてしっかりと返事をし、起立する姿や表情には「今日から旭川高等支援学校で頑

張っていこう」という新たな決意が真っ直ぐに伝わってきました。 

また、校長式辞や来賓祝辞、上級生からの歓迎の言葉に耳を傾ける 29名の真剣な眼差しは、これから始まる

3年間の学びが、彼らにとってかけがえのないものになることを予感させるものでした。 

旭川高等支援学校での生活は、社会自立に向けた大切な準備期間です。初めての作業学習や現場実習、インタ

ーンシップ、新しい友人との出会いなど、これから多くの経験が彼らを待っています。時には壁にぶつかること

もあるかもしれませんが、この日の晴れ渡った空のように、清々しい気持ちを忘れずに一歩ずつ前に進んでいっ

てほしいと願っています。 

保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。私たち教職員一同、29名の個性を尊重し、そ

れぞれの夢や目標に寄り添いながら、全力で支援していく所存です。学校と家庭が手を取り合い、お子様の成長

を共に喜び合える 3年間にしていければ幸いです。 

新しい一歩を踏み出した 29名の前途が、光り輝くものであることを心より祈念し、入学式のご報告とさせてい

ただきます。 

２階教室から見える桜 2026.4.24 


